
概要

⽬的

�国内外でのキャリア形成を � �
�⽬指す世代・所属・経験の � �
�異なる参加者とともに
�⽇常の環境から「越境」

毎回決められたテーマに
沿って様々な視座・
視野・視点から考えや
エピソードを共有

オープニング

参加者共有(投票)

⾃⼰紹介

テーマ①ディスカッション

テーマ②ディスカッション

クロージング

Zoomで開催。学⽣と社会⼈の混合

グループでのディスカッションが中⼼。
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テーマ①海外経験の共有

テーマ②経験の活⽤について

海外経験が⾃分の何を変えたか、

もう⼀度⾏くとしたら

どんな準備をするか

海外経験は⾃分にとってどの

ような武器になりそうか

第3回�異業種交流･実践型
グローバルゼミ(Jr)

⽇時：２０２１年７⽉３⽇（⼟） １６：００〜１８：００

~海外経験とキャリア~�開催レポート

テーマ：「グローバル⼈材戦略研究所 現役インターン＆卒業⽣交流会」

対象：海外駐在や留学をはじめ、国内・外でのキャリア形成を

� � � � � � � � � �考えている⽅々（メイン層：２０〜３０歳 ⼤学⽣含む）

プログラム

グローバル⼈材戦略研究所



当⽇でた意⾒

参加企業･⼤学

次回以降の予定

参加者の感想

テーマ①海外経験が⾃分の何を変えたか（変えると思うか）

東洋経済新報社、三井物産、⽇本たばこ産業、ジョンソン＆ジョンソン、

⽇本貿易振興機構（JETRO）

慶應義塾⼤学、東京⼤学、明治⼤学、早稲⽥⼤学、京都⼤学、国際基督教⼤学

8/7�(⼟) 16:00〜18:00

第4回 異業種交流・実践型グローバルゼミ「DXとキャリア戦略」

グローバル⼈材戦略研究所

→「いろんな価値観を受け⽌める⼒」が⾝についた

 「顔を合わせてコミュニケーションする必要性」を学んだ

 「現地に⾏くことでキャリア・⼈⽣変わる」

 「⾃分のはかり（常識）は現地では通⽤しない」

  ＝「⾃分の常識を考えるきっかけ」となった

テーマ②もう⼀度⾏くとしたらどんな準備をするか（すると思うか）

→「留学理由を明確にして忘れない」

 （なぜ留学するのかを⾔語化して⾒えるところに貼り付けておく）

 「専⾨性を⾝に付けてから留学する」

→「留学の⽬的を明確にすることは⼤事な⼀⽅、⽬的以外に得られること」も⼤切にする

テーマ③海外経験は⾃分にとってどのような武器になりそうか

→「語学⼒」「異⽂化理解⼒」「⾃分の考え・⾔いたい事を主張する⼒」「⼈脈」

 「臨機応変に対応する⼒（視座の切り替え）」「他⼈のバックグラウンドを想像する⼒」

 「⽇本を含めて世界規模で物事を考えることができる。」

・バックグラウンドが異なる⽅々との会話を通じて、⾃⾝の留学経験を振り返るとともに、

 今後の仕事での海外経験に繋がる共有ができた。（社会⼈）

・お仕事のなかでの海外赴任と学⽣の留学と、⽴場の違いによって⽣じる考えの違いに

 触れることができ、交流会の有意義さを感じることができた。（⼤学⽣）

・みなさんの経験を拝聴したり、⾃分の経験を話すことで、これからのビジョンが少し

 明確になった。（⼤学⽣）


